
旧・統⼀教会に関する公開質問状

調査結果報告
2023年3⽉8⽇

対話をすすめる市⺠有志

旧・統⼀教会に関する⼈権問題が世間を騒がせている中で、メディアやSNS上で⾶び交う情報として板橋区から選出された議員
や元議員のお名前や顔写真などが拡散されています。
私たち＜対話をすすめる市⺠有志＞は、こうした状況下で板橋区を拠点として政治に関わる⽅々が、旧・統⼀教会の問題について

どのようなお考えをお持ちであるかを確認したく、「旧・統⼀教会に関する公開質問状」をこちらで確認できる限りの全政治家に送ら
せていただきました。
以下は、そのご回答をまとめた報告書です。
板橋区の有権者の皆様はもとより、さらに多くの⽅々に知っていただきたくここに公表させていただきます。
なお、アンケートにご協⼒いただいた皆様には、ここでお礼をさせていただきます。ありがとうございました。

2023年3⽉8⽇
対話をすすめる市⺠有志
代表 岡本達思
東京都板橋区
090-
tac.

＜実施内容＞

■実施期間︓2023年2⽉9⽇〜28⽇
※回答締切を当初20⽇とするが、より多くの対象者からご回答を得たく28⽇まで延⻑した。

■アンケート対象者︓75名
※内訳︓衆議院議員＝現職1名/前職１名、都議会議員＝現職4名/前職1名、区⻑＝現職1名、区議会議員＝現職46名、今春の区議
会議員選挙の⽴候補予定者21名。

■アンケート⼿法︓全12問のうち10問は選択式の質問とし、あとの２問は⾃由記述式とした。

■送付⽅法︓アンケート対象者には、基本的にメールで送付としたが、メールアドレスが不明な対象者には郵送で送付した。
回答の返却は、メールもしくはFAXにて送信していただいた。
なお、20⽇の締切時点で回答を受領できなかったアンケート対象者については、再度メールもしくは電話で回答を要請した。
メールも電話も不明な対象者については、書留で公開質問状を再度送付して回答を求めた。

■回答状況︓アンケート対象者75名中、ご回答をいただけた対象者は50名(66.7％)で、無回答者が25名(33.3%)となった。
25名の無回答者の内、全く連絡が取れず意思の確認ができなかった対象者は５名、連絡が取れたもののご回答送付の意思を⽰さ
れなかった対象者が1名、連絡が取れ無回答の意思を⽰された対象者は19名という結果となった。
なお、この19名の内の17名は対象者各個⼈が意思を⽰されたものではなく、内15名は⾃⺠党板橋区議団の中村とらあき幹事⻑よ
り「個別での回答は控える」との返事が届き、残る2名も東京維新の会事務局より「無回答」との返事が届いたものである。
今回の調査は、アンケート対象者の個⼈的⾒解の確認を⽬的としていただけに、こうした対応はとても残念だった。



＜質問内容＞

１）旧・統⼀教会やその関連団体の存在をご存知ですか?
・はい（ ） ・いいえ（ ）

２）旧・統⼀教会やその関連団体が、霊感商法や⾼額寄付の強要など多くの問題を起こしていることをご存知ですか? 
・はい（ ） ・いいえ（ ）

３）あなたの⽀援者や選挙協⼒者の中に、旧・統⼀教会やその関連団体に⼊信されている⽅はいらっしゃいますか? 
・はい（ ） ・いいえ（ ）

４）旧・統⼀教会またはその関連団体から、選挙時に運動員の派遣もしくはボランティアによるチラシ配布や電話掛け等の応援を受
けたことがありますか? 
・はい（ ） ・いいえ（ ）

５）旧・統⼀教会またはその関連団体に、メッセージを送ったり、集会に参加して挨拶などをしたことがありますか? 
・はい（ ） ・いいえ（ ）

６）旧・統⼀教会またはその関連団体が発⾏する機関紙や書籍などを定期購読したことがありますか? 
・はい（ ） ・いいえ（ ）

７）旧・統⼀教会またはその関連団体が発⾏する機関紙や書籍などに投稿や寄稿をしたり、その団体が企画するインタビューを受け
たり、座談会などに参加したことがありますか? 
・はい（ ） ・いいえ（ ）

８）旧・統⼀教会またはその関連団体から、献⾦を受けたことはありますか? 
・はい（ ） ・いいえ（ ）

９）旧・統⼀教会またはその関連団体に、名⽬は何であれ寄付をしたことはありますか︖
・はい（ ） ・いいえ（ ）

10）過去、もしくは現在、旧・統⼀教会またはその関連団体に⼊会したことはありますか? 
・はい（ ） ・いいえ（ ）

11）上記３）から10）までの質問項⽬で「はい」とお答えした⽅は、旧・統⼀教会またはその関連団体と今後どのようにお付き合いし
ようとお考えですか? (⾃由記述) 

12）旧・統⼀教会またはその関連団体と政治の問題について、どのように対処したら良いとお考えですか︖ (⾃由記述)



＜回答内容＞
はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

現職 ⾃由⺠主党 下村博⽂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
前職 ⽴憲⺠主党 阿久津幸彦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公明党 かまた悦⼦ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⽴憲⺠主党 宮瀬英治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⾃由⺠主党 松⽥やすまさ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⽇本共産党 とくとめ道信 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

前職 ⾃⺠党 河野ゆうき
区⻑ 現職 ⾃⺠党 坂本健

佐々⽊俊隆
川⼝雅敏
茂野善之
杉⽥ひろし ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⼤野治彦
元⼭よしゆき ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⽥中やすのり ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
坂本あずまお
安井⼀郎
⽥中しゅんすけ
⼭⽥貴之 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中村⻁彰
間中倫平 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
篠⽥剛
⼩野⽥みか
内⽥けんいちろう ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⼤⽥ひろし ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
なんば英⼀
かいべとも⼦ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⽥中いさお ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
しば佳代⼦ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
鈴⽊こうすけ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
成島ゆかり ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
いしだ圭⼀郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
さかまき常⾏ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
寺⽥ひろし ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
かなざき⽂⼦ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⼩林おとみ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⽵内愛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
いわい桐⼦ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
荒川なお ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
吉⽥豊明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⼭内えり ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⼭⽥ひでき ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⽯川すみえ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中妻じょうた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
おばた健太郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社⺠党 五⼗嵐やす⼦ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国⺠党 ⾼沢⼀基

井上温⼦ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
渡辺よしてる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⻑瀬達也 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
南雲由⼦ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
しいなひろみ
こんどう秀⼈
⾼⼭しんご ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⼀島ひろし ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
横川隆之
近藤⾼広
ひはらみちこ
辻村智之
⽊⽥おりべ
わたなべ⼀美 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
五⼗嵐学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実正康幸 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
おなだか勝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
くまだ智⼦ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岩永きりん ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⼩野ゆりこ
⼤森⼤

緑フォーラム 渡辺千鶴 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
NHK党 さいとう忠⾏ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
参政党 坂⽥れい⼦ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
政治家⼥⼦48党 松浦はなこ
無所属 斎藤あや
みんなで作る未来のいたばし⽥原よしゆき ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無所属 松尾たいし ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※4︓2⽉20⽇の締切で回答がいただけなかったのでメールや電話でご連絡し、ご本⼈と電話で話すことができたが回答はいただけなかった。

⾃⺠党

※5︓東京維新の会の事務局より2⼈に質問状を送付していただくが、後日、事務局より「2⼈の意思として無回答」とのコメントが届く。

※2︓2⽉17⽇に⾃⺠党板橋区議会議員団の中村⻁彰幹事⻑より「⼀部公開質問状が届いていない議員がいるので回答ができない」との書⾯が届いたため、その時点で未回答の議員の質問状をまとめて送付。
    22⽇に中村⻁彰幹事⻑より「個別での回答は控える」との書⾯が届く。

区議会議員

現職

⾃⺠党

公明党

どちらでもない

「統⼀教会には⼀切関⼼がないので無回答とさせていただきます」とコメント
「統⼀教会とは⼀切関係がないので無回答とさせていただきます」とコメント

公明党

⽇本共産党

⽴憲⺠主党

無所属

無回答 ※2

無回答 ※2

無回答 ※2

無回答 ※2

無回答 ※2

無回答 ※４

無回答  ※3

※1︓2⽉20⽇の締切で回答がいただけなかったので書留で再度質問状を送付するが、先⽅からご連絡はなく回答はいただけなかった。

※3︓2⽉20⽇の締切で回答がいただけなかったのでメール(SNSも含む)や電話でご連絡するが、ご本⼈と直接お話しすることができず回答はいただけなかった。

無回答 ※５

無回答 ※2

新候補者 ⽴憲⺠主党

⽇本維新の会

無回答 ※3

議会 議員 党 ⽒名
10987654321

衆議院議員

都議会議員
現職

無回答 ※1
無回答 ※1



＜回答コメント:1＞

11）上記３）から10）までの質問項⽬で「はい」とお答えした⽅は、旧・統⼀教会またはその関連団体と今後どのようにお付き合いし
ようとお考えですか? (⾃由記述) ※ご回答はお⼀⼈のみ

●下村博⽂⽒︓お付き合いは⼀切致しません

12）旧・統⼀教会またはその関連団体と政治の問題について、どのように対処したら良いとお考えですか︖ (⾃由記述)
●下村博⽂⽒︓関係は持たないようにする。
●阿久津幸彦⽒︓ 「霊感商法」や「⾼額寄付の強要」の疑い、さらに「合同結婚式」など、カルト的要素が強く、これまで⺠事およ
び刑事訴訟等にも問われてきた旧・統⼀教会をまず「カルト教団」であると認識（証明）し、他の宗教団体と区別すること。そ
の上で、旧・統⼀教会の宗教法⼈格を⽂部科学省が⼿続きに従い取り消すため、裁判所に解散命令請求を⾏うこと。⼀⽅で、

各政党も旧・統⼀教会と政治の関わりを調査公表し、関係解消を明⾔すること。それらと同時に⼆世信者や家族等、旧・統⼀
教会関連で引き起こされた事象解決のための法整備を⾏うこと。

●宮瀬英治⽒︓こういったアンケートに際し、本当は関係性があるにもかかわらず、「関係はない」とする議員やあえて「回答し
ない」とする議員も実際におります。関係性については政治家の⾃⼰申告だけではなく、団体含めた調査が必要と考えます。
また議員が⾃分の当選のために団体を活⽤し、団体は⽇本⼈を苦しめるような活動し結果北朝鮮に資⾦が流れる。そのよう
なことは断じて許されることではないと思います。私はすべての団体がそういった団体であるとは思いませんが、混合⽟⽯
のため、企業、業界、宗教、労組などあらゆる団体からの応援や資⾦援助等は受けないこととしております。

●とくとめ道信⽒︓反社会的な活動を公然としている団体であり、法的に対応し、違法が明確であれば、解散も必要。
●杉⽥ひろし⽒︓統⼀教会は宗教団体ではなく、反社会的カルト集団です。このような団体が解散を求められず、野放しどこ

ろか、拡⼤してきた背景に政治家が組織的にかかわっていたと考えます。これまでの関わりについてすべて明らかにした上
で国も⾏政も政治家も⼀切の関係を断つべきと考えます。

●元⼭よしゆき⽒︓全ての反社会的活動団体、勢⼒からの⽀援は、受けるべきでないと考えますが、法律に触れない部分に関し
ては、政治家本⼈の判断となるかと思います。

●⼭⽥貴之⽒︓関わり合いを持つべきではない。
●内⽥けんいちろう⽒︓旧統⼀教会とは、⼀切関係を持たないことを徹底し、被害防⽌策、被害救済にしっかりと取り組んで⾏
くべきだと考えております。

●かなざき⽂⼦⽒︓すべての癒着を明らかにする。多くの被害の救済を図ることができるよう、被害者救済法の改定を⾏う。
●⼩林おとみ︓「宗教」の名のもとに、不法⾏為や⼈権侵害を引き起こしてきた団体の解散命令は当然だと思いますが、これを

「反共」と「家⽗⻑的な価値観の共有」という⼀点で許容し、野放しにし、利⽤してきた政治家を⼀掃することが必要です。ま
た、宗教⼆世などの被害者救済のために⾏政も社会も取り組まなければならないと思います。そのために有効な法改正も必
要だと思います。

●⽵内愛⽒︓政治に係る全ての⼈や組織が、これまでの関りを明らかにし関係を断つこと。また統⼀協会を解散させること。
●いわい桐⼦⽒︓統⼀教会は宗教団体ではなく、反社会的カルト集団です。このような団体が解散を求められず、野放しどこ

ろか、拡⼤してきた背景に政治家が組織的にかかわってきたと考えます。これまでのかかわりについてすべて明らかにした
上で、国も⾏政も政治家も⼀切の関係を断つべきと考えます。

●吉⽥豊明⽒︓統⼀教会の影響⼒を排除することが必要であると考えます。板橋においても、国政においても。
●⼭内えり⽒︓関係は断つべき。
●⼭⽥ひでき⽒︓⾏政も政治家・政党も関係を断ち切る必要があると思います。
●⽯川すみえ⽒︓現在も活発に活動している実態があり、とんでもない。特に養⼦縁組の件は許せない。
●中妻じょうた⽒︓これを⼈権問題と捉え、あらゆる⼈権侵害は許されないという認識のもと、まずは政治家が⾃らきちんと
⾝を正し、さらなる法整備を進めていくべきと考えます。

●五⼗嵐やす⼦⽒︓統⼀教会は70以上の様々な名前で活動し、気が付かないうちに...という危険性もありますが、常にアンテ
ナを⽴てて、気を付けていくこと、またそれが統⼀教会関連とわかったら直ぐに関係を断ち切ることが⼤切だと思います。
統⼀教会主催の家庭教育⽀援条例やジェンダー・パートナーシップ関連の勉強会に参加していた議員もいたようですが、その
ような考えを議会などに持ち込むことは避けるべきであり、議会の中でも指摘してきたし、これからもそのようにしたい。

●井上温⼦⽒︓旧・統⼀教会またはその関連団体といった反社会的な活動や不法⾏為を⾏う団体から⽀援を受けたり、利するよ
うな活動を⾏うべきではない。そのような活動をした場合は、厳正に処分されるべき。ただし、個⼈からの問い合わせや相
談に対応しただけの場合や、別団体を名乗って寄付をするなど分からずに⼊り込んでいる場合もあると思われるため、関係
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したということだけで糾弾できるものではないと考える。
●南雲由⼦⽒︓まずは旧・統⼀教会とその関連団体が、⾏政や政治とどのような関係にあるか、実態調査で明らかにした上で、

関係を断ち切るべき。また中⻑期的には、選挙制度の⾒直しも図るべき。
●⾼⼭しんご⽒︓反社会的側⾯を持つ組織と⼀部の政党・議員とが利害関係を有していたことが、本件における⼤きな問題の⼀
つであると認識している。今後は、政治の側から透明性を確保し情報開⽰に努めるとともに、組織との関係については⼀切
断つべきと考える。

●⼀島ひろし⽒︓旧・統⼀教会に代表されるような問題は、宗教団体だけに限りません。その問題の本質は⼈権侵害です。した
がって、法外な⾦銭要求や精神的な依存性、強制性、あるいは⽣命・⾝体の⾃由、教育などの権利を奪うなどの⼈権侵害の状態
をもたらす団体に対し、外形的に判断する基準をもうけ、その基準に従って違法かどうかを判断する制度があるとよいと考
えます。

●くまだ智⼦⽒︓国会議員についてはまがりなりにも各党調査をしているが、地⽅議員については調査されていない。地⽅議
員も関わりを持っている⽅はいるはず。まずは実態を調査するべきだと思う。地⽅の政治にどれだけ⼊ってきていてどのよ
うな影響があったのか、事実確認なしに先に進めないと思う。

●岩永きりん⽒︓主に、以下の3点が必要だと考えています。
１．各政党による、地⽅議員も含めた調査の実施

実態を正しく把握するため、各政党が地⽅議員も含めた所属議員と旧・統⼀教会またはその関連団体との関係を詳細に調査
し、情報を公開すべきだと考えます。
２．各政党、個々の政治家による⾃主的な基準の作成と公開
今後関係を持たないため、各政党や個々の議員・政治家が、「議員や政治家本⼈の⾏動基準」と「秘書やボランティア向けの
⾏動基準」を作成し周知する必要があると考えます。具体的には、以下のようなものです。
【議員や政治家本⼈の⾏動基準（例）】

・旧・統⼀教会またはその関連団体に選挙時のボランティアや投票の依頼をしない。寄付を受け取らない
・旧・統⼀教会またはその関連団体のイベントに出席する・祝電を送る等、広告塔になるような関与をしない
・旧・統⼀教会またはその関連団体の関係者だと明らかにした上で⽀援を申し出された時には断る
【秘書やボランティア向けの⾏動基準（例）】

・事務所や関係する場所で旧・統⼀教会の布教活動は⼀切⾏わない
・事務所や関係する場所で得た情報を旧・統⼀教会の活動に⼀切利⽤しない
※旧・統⼀教会の信者かどうかを秘書やボランティアに強制⼒を持って尋ねることはしてはならず、代わりに、具体的な⾏

動の禁⽌を明⽂化することが必要だと考えています。
３．選挙制度の⾒直しと改善

国政に関しての話ですが、現在の⼩選挙区制では⼿当たり次第広く票を集めなければ当選出来ず、たとえ反社会性のある
団体であっても集票⼒や動員⼒が⾒込める場合には政治家が選挙への協⼒を求めてしまいやすい構造になっていると考え
ています。衆院選挙制度協議会において、そのような⾯からも⼩選挙区制度の⾒直し・検証を⾏い、旧・統⼀教会や、第⼆、

第三の旧・統⼀教会と政治の癒着を防ぐよう制度を改善することが必要だと考えます。
●渡辺千鶴⽒︓旧・統⼀教会またはその関連団体と政治家の関係を断ち、歪んだ政治を正すことが必要です。
●さいとう忠⾏⽒︓解散が望ましい。
●坂⽥れい⼦⽒︓旧統⼀教会だけに限ったことではないかと思います。宗教団体と密接に関係している政党が他にもあるのは
皆さんご存じかと思いますし、対処療法では難しいのではないかと思います。個⼈的に、⺠主主義においては個々の思想信
条は⾃由であり、信仰によって⾊眼鏡をかけるのではなく、「⼈」としてお互いを尊重できる世の中が根底にあって欲しいで
す。しかしながら、それが団体という組織になり、政治⾊が強まると、もちろん⼤きな問題です。政治の仕組み⾃体を変える
必要があると考えますが、⼤きな⼒と時間が必要になり、現実的ではないかもしれません。
最終的には、国⺠⼀⼈⼀⼈の意識と判断⼒の総意が求められるかと思います。そのためには、やはり教育が⼤事だと考えま
す。何かを信仰するということは、何かに頼りたいという欲求からくること、 また利権に靡いてしまうことも、そもそも⽇
本⼈としての誇りと、⾃分が何者であるか、という⾃⼰認知や、神国⽇本の⾃尊的歴史観を伴う⾃尊⼼など、⽣きる上で⽇本
⼈としての⼤切な要素が抜けていること、更に⼼理的な⽋乏欲求からも 始まると考えています。
ですので、未来を担う⼦どもへの教育と共に、⼤⼈の学びほぐしが⼤事であり、個⼈単位になってしまいますが、地域の⽅々
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と共に、本来あるべき⽇本⼈の姿を学び合い、繋げて⾏き、根本的なところから変えていきたいと考えています。
●⽥原よしゆき⽒︓「旧統⼀教会(とその関連団体)と政治の問題について」どのように対処したら良いかを以下の通り考えてみ
た。「旧統⼀教会」、メディアでもここ何⼗年もの間、⼤きく取り上げられることがなく、社会問題としては鎮静化したものと
⾼を括っていた中での今回の凶弾事件だった。久しぶりに聞いた統⼀教会(以下、特に意味が混乱しない限り単に統⼀教会と
⾔う)という名前に、そんな認識は⽢いものだったという意味で、いろいろな思いが去来している昨今である。今、そうなっ
てしまったこの国に、それでも⼈権の光を絶やさないためには何をどうすれば良いのか、「対処法」を考えてみると... 
①学校教育の中で、差別撤廃や多様性尊重は⾔うまでもないが、家族制度やジェンダー、そして同性婚などについても、具体
的事例に即して必修科⽬とするなどの必要性が挙げられるのではないか。しかし、ここにも問題があり、例えば、教師のな
り⼿不⾜の問題から、その質が低下しているのではないかという懸念、そしてまずは問題意識を持った教師を育てなけれ
ばいけないという現状がある。また、教育的な効果は何⼗年か経たないと結果が出ないという恨みもある。
②社会(的)教育による研修。今回、元⾸相の暗殺という衝撃的な事件の中から、旧統⼀教会の反社会性が久し振りに取り上げ
られ、そこで使われている⼈権に悖る政治思想が表⾯化したわけだが、あの半世紀前の「親泣かせの困った運動原理研」か
らこれまでの間、ここまで⼤きな社会的政治的⼤問題として取り上げられることがないまま⾒過ごされてきたことに、社
会を構成する私たち全員が反省と検証をしなければいけないのではないかと思う。
③そして、今からでも改めるべきを改めるために、メディア、政界、学界などが社会(的)教育の⾒地からの検討を試み、差別や

排除など⼈権を脅かす⾏為を厳しく禁⽌する法律―⼈権の再定義と⼈権意識の再構築の仕組み―を作らなければいけない
と考える。
④これに係る国政レベルのプロジェクトチームが⽴ち上げられても良いと思う。
ところで先般、現職の⾸相秘書官がLGBTQや同性婚について記者から聞かれ、近時の多様性を認め⼈権を重んじる世界の潮
流に全く逆⾏する“感想”を述べたことが話題になったが、これは⾸相⾃⾝が国会で述べた「(同性婚が法制化されれば)社会が
変わってしまう」という答弁に同期したものだと⾔われている。そうなると、世界標準に取り残された秘書官のかび臭い“感
想”だけの問題ではなくなる。
問題は、この⾸相発⾔に限らず、⾃⺠党内には⼈権や多様性を否定し、旧来の家⽗⻑制や男尊⼥卑、専制的⼿法などを尊ぶ固
陋な“⽂化”が現存しているようだが、ここに統⼀教会の思想とそれに染まった⽇本会議などの影響が⾊濃く投影されている
ことは多くの識者や政治家に指摘されている。(また当の本⼈たちも、例えば鉄砲⽟的存在の杉⽥⽔脈⽒のごときは開き直っ
てそれを認めている) 

つまり、右傾化と⾔われて来たここ何年もの間、与党の政策づくりとその思想傾向に統⼀教会が⼤きな影響を与えてきたこ
とは⾔を俟たず、その結果、世界から完全に取り残された⼈権の最後進国になってしまったと⾔えるのではないだろうか。
振り返ってみると、私が統⼀教会のことをはじめて知ったのは、 “⽥舎の中の更に⽥舎” の中学を出て、⼩都市の⾼校に通う
ようになって間もない半世紀以上前のことだった。歩道を歩いていると、脇からいきなり花を⼀輪差し出され、反射的に受
け取ると「○百円でーす」と、若い⼥性が明るく声を掛けてきた。⽇々の⼩遣いにもこと⽋く⾼校1年の⾝にあっては、とても
気前よく払えるものではなかったので、花を押し返すのがやっとだったと記憶するが、これが “原理運動”と呼ばれるものの
集⾦活動だと先輩から聞かされた。
その後、⼤学時代には構内で原理研の活動を⽬にし、政治活動体としての勝共連合や媒体としての世界⽇報の厄介さを⾒知
ったものだった。しかし、これらが本当に深刻な問題だと思い知らされたのは、ごく普通の⽣活者、いや、⾃分を変えたい(⾃
⼰変⾰志向)とか、本当の⾃分を⾒つけたいという真⾯⽬な上昇志向者に取り⼊り、 “⾃⼰啓発”を促す偽装で信者にしてしま
うやり⽅と、 “俗世”を捨てさせることで財産を収奪し、研修や悩み相談の中で霊感商法などの⼿法を使って信者と被害者を
拡⼤再⽣産している現実を知り、その反社会性を痛感したときだった。
就職してからも(1980年代)、職場に⾶び込み営業をかけて来た珍味売りの若い⼥性など、統⼀教会との⼩さな接触は続き暗
澹たる思いは募ったが、いつしかメディアなどで⼤きく取り上げられることはなくなっていった。
しかし、社会に出て10年ほど経った頃(1990年代)、⾝近なところで2件の“事件”が起こった。ひとつは同期⼊社の男。出社し
なくなり、調べてみると、 “合宿研修施設”に⼊ったと⾔うのだ( “献⾝”と呼ばれていた) 。元々社員寮で⽣活していた彼の動
向は⼀部の同僚には知られていたが、上司も同僚も「困った奴」「バカな男」と⾔うばかりで、何とかしようとする者が現れな
いうちに、⾦銭奪取や実家との断絶など、事態が深刻化していったようだ。そこで、誰もやらないなら私が何かをしなければ
と決断せざるを得なかった。(ただ、今のようにネット検索で⼿段や⽅法を調べる時代ではなく、書店や図書館で “関係本”を
探す⼿探りの⾏動だったが) 。そういった中の⼀冊が、浅⾒定雄⽒(東北学院⼤学教授：当時)の脱会指南書(書名失念)だった。
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そこに書かれていたやり⽅に沿い、家族と連絡を取りつつ、専⾨のキリスト者(私の場合は北本教会の牧師)の⼒を借りて、現
場(池袋の共同⽣活所)に乗り込んだ。さいわい奪還は成功し実家に連れ戻すことはできたが、こういう強硬なやり⽅で郷⾥
に連れ戻すと、その後もしばらく家族との間で壮絶な葛藤があるとのことだったが、数年後、本⼈から礼状が来てその後年賀
状を交わす関係になったので、結果的には上⼿く脱会できたものと⾃⼰評価している。
もう１件は、後輩の⼥⼦だった。やはり90年代の前半だったろうか、「統⼀教会に⼊ったんじゃないか」と噂が⾶んでいたあ
る⽇、同乗していた通勤バスの中で彼⼥が「原理講論」を読んでいるのが⽬に⼊った。こりゃマズい...そう思い、まずは本⼈
の気持ちを聞くと、三軒茶屋の“研修所”でセミナーを受講していると話してくれたので現地を⾒に⾏った。まだ初期のこの
段階というのは⼤変デリケイトで、やや冒険ではあったが、彼⼥が真⾯⽬で⼈の話をよく聞く性格だったことが幸いし、3回
ほどのヒアリングで気付いたようで、⽐較的穏便に“戻って来て”くれた。(その後彼⼥は同僚と結婚し、穏やかな⽣活を営ん
だものと思う) 

あれから30年以上が経ち、当⽅は当⽅で別の “騒々しい半⽣” を過ごして来たので、あの団体が、形式的な変遷を続けている
様⼦は⾒聞きしていたが、 直接関わることのない⽇々を過ごして来てしまったのだった。
ところで、くだんの前⾸相秘書官だが、彼⾃⾝、⾸相秘書官は更迭されたものの、中央官庁のキャリア官僚として現在でもこ
の国の政策⽴案とその執⾏に枢要の地位で関わっていることは、誰からも特段問題視されていないようだ。統⼀教会という
病がこの国の膏肓を蝕んでいるのかと思う。夜明けはなかなか遠い。

●松尾たいし⽒
政治家を志す⾝としては、現職の政治家の⽅々には該当教会及び関連団体との関わりを個⼈の裁量で責任を持って対峙して
いただきたいと考えています。また、私としても当然責任を持った対峙の仕⽅を志していきたいと考えております。

※コメントについては、字数制限をせず「⾃由記述」としましたので、いただいた回答をそのまま掲載させていただきましたこと、

ご了解ください。


